
 

統合２０周年記念誌  
      

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

公益社団法人  

下野市シルバー人材センター 



「飛翔（ひしょう）」という本記念誌の名称は、複数あった候補の中から役員

（理事・監事）による投票で決定しました。 

「飛翔」とは、鳥や昆虫が空高く飛び回ること、または空中を飛んで移動すること

を意味する言葉です。単に飛ぶだけでなく、羽ばたきながら、あるいは優雅に高く空

を翔（か）ける様子、また、力強く、より高く舞い上がるような空の旅を指すことも

あります。比喩的に夢や目標に向かって大きく成長・飛躍するというポジティブな意

味でも使われ、困難を乗り越えて新しい舞台へ向かう勇気や成長の象徴としての言

葉とされています。 

「健康で働く意欲」を持った私たちは、まだまだ新たなステージで 

成長と前進を志します。共に空高く飛び立ちましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シルバー人材センターの基本理念は、地域に住む、原則６０歳以上の高

年齢者が自主的に集まり、自らが主体となって運営していくとともに、互

いに助け合いながら協調性をもって働くことで、豊かな高齢者の生活維

持と社会参加による生きがいの充実を図ろうとするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シルバー人材センターの理念 

自主 

共助 自立 

共働 



目    次 
 

表紙  「南河内地区・石橋地区・国分寺地区 各名所の昼と夜の風景」   

 

 

１ ご挨拶    理事長       五月女 洪 ・・・・・・・・・・１ 

 

 ２ ご祝辞    下野市長      坂村 哲也 様 ・・・・・・・・２ 

          下野市議会議長   大島 昌弘 様 ・・・・・・・・３ 

          栃木県議会議員   高山 和典 様 ・・・・・・・・４ 

          公益財団法人栃木県シルバー人材センター連合会 

          理事長       小川 俊彦 様 ・・・・・・・・５ 

 

 ３ 利用者からのメッセージ 

東綱橋梁 株式会社 

（管理本部）総務部長 吉田 良一 様 ・・・・・・６ 

医療法人三秀会 中央クリニック 

理事長     本山 光博 様 ・・・・・・・・７ 

株式会社 誠和 

            代表取締役   竹内 康博 様 ・・・・・・・・８ 

 

 ４ 会員を代表して 

    石田 節男 （安全・適正就業委員会委員長） ・・・・９ 

    横島  清 （入会促進事業 会員を増やし隊隊長）・・９ 

          羽石 壽夫 （ボランティア・健康増進事業リーダー）１０ 

           

 ５ ２０年のあゆみ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

 

６ スナップ写真集（思い出の活動風景） ・・・・・・・・・・・・・・１９ 

 

 ７ 標語一覧  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５ 

 

 ８ グラフで見る変遷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６ 

 

 ９ 歴代役職員紹介  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

 

１０ 編集後記  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２ 

  

 

背表紙 「地域貢献 清掃ボランティア活動の様子（天平の丘公園内）」 



統合２０周年を迎えて 

 

公益社団法人 

下野市シルバー人材センター 

理事長 五月女 洪 

 

１ ご挨拶     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成１８年１月下野市が誕生し、同年４月にそれぞれのシルバー人材センターが統

合され、下野市シルバー人材センターとし活動して、ここに２０周年を迎えることが

できました。これもひとえに関係機関及び市民の皆様方のご理解と歴代役職員並びに

会員の方々の多大なる御尽力のたまものと深く感謝申し上げます。また、市内事業所

の皆様方には、日頃より当センターの事業に対する深いご理解とご協力を頂いており、

心よりお礼申し上げます。 

 さて、一人でも多くの高齢者の方々の生きがいの充実と健康の保持と合わせて高年

齢者の皆さんが長年培った豊かな経験と知識・技能を地域社会に役立てて頂く場、ま

た、活力ある街づくりの一翼を担う場としてシルバー人材センターの意義があります。

多くの方は定年後は地域のため、地域で何かできることはないかと考える方が多いか

と思います。しかし、少子高齢化・産業化の進展により、定年制の延長や廃止が実施

され、人手不足等が産業構造を変え、更に産業化の進展と共に進む高齢化は、これま

でよりも多くの高齢者を就業の担い手とし、様々な施策が実施され、今日に至ってい

ます。 

 これらの期待や要望に応えるためには、センターとしても今後、会員増や会員の職

業能力開発支援、就業開拓に取り組んでまいりたいと思います。「人生百年時代」と

言われ、幸せな生活が送れる豊かな長寿社会を築くため、シルバー会員が連携し、よ

り多くの仲間と元気に働きながら、自分達の活動が地域の人たちに喜ばれる魅力ある

センターになるよう尚一層努力したいと考えております。 

 結びに、センターの基本理念「自主・自立、共働・共助」のもと、「無理せず、楽

しく、安全に」を合言葉に会員各位のご健勝とご多幸を祈念申し上げご挨拶といたし

ます。 
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２ ご祝辞      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下野市シルバー人材センター統合 20 周年、誠におめでとうございます。 

皆さまにおかれましては、日頃より市政運営に深いご理解と多大なるご協力を賜っ

ておりますこと、改めて感謝申し上げます。 

さて、平成 18 年 1 月 10 日、旧南河内町、旧石橋町、旧国分寺町の合併により新た

な希望とともに産声を上げた本市も、貴センターと同様、本年、市制施行２０周年と

いう大きな節目を迎えました。  

私は、この２０周年という新たな門出を本市がさらなる飛躍を遂げるための好機と

捉え、本市の持つ充実した地域医療体制を最大限にいかし、この下野市を「医療福祉

のまち」としてより一層発展させてまいる所存です。 

私の目指す「医療福祉のまち」は、単に病を防ぐ身体的な健康に限らず、身体の健

康はもとより、心も健やかに、長く暮らせるまちです。 

お子様から現役世代、そしてシニア世代の方々まで、誰もが生涯にわたり元気で楽

しく、日々の暮らしの中に「生きがい」を見出せるまちを、市民の皆様とともに創り

上げたいと考えております。 

 その取り組みの一つとして、現在、整備に向けた準備を進めている市役所周辺の「都

市核」において、多様な人々が自然と集い、語り合える「多世代交流拠点」を形成し

てまいります。 

この新たな拠点を核として、人と人が絆で深く結ばれ、誰もが活力と希望を持って

暮らせる「医療福祉のまち 下野市」を目指してまいります。 

そして、今後も本市の魅力を高めていくにあたって、豊富な経験や能力、技術を有

するシニア世代の方々のご活躍は、欠かすことができない大変心強いものであります。

何卒、引き続き、市政への変わらぬご支援とご協力を賜れましたら幸いです。 

結びに、下野市シルバー人材センターの益々のご発展と、会員の皆様の更なるご活

躍、ご多幸をご祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。 
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統合２０周年を祝して 

 

下野市長 坂村 哲也 様 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

下野市シルバー人材センターが、統合２０周年という輝かしい節目を迎えられまし

たことを、心よりお祝い申し上げます。 

 平成の市町村合併を経て、旧三町のセンターが一つに集約されてから２０年。この

歳月は、決して平坦な道のりではなかったと推察いたします。 

しかしながら、歴代の役員の方々をはじめ、会員の皆様が「自主・自立、共働・共

助」の理念を胸に、たゆまぬ努力を積み重ねてこられたからこそ、今日の揺るぎない

組織の姿があるものと確信しております。 

 市議会でも、予算や決算の審議を通じセンターの事業運営状況を拝見しております

が、常に感銘を受けるのは、皆様の活動が単なる「就業」の枠を超え本市の地域コミ

ュニティを維持する上で欠かせない「大きな力」となっている点です。 

 人口減少・少子高齢社会が進む我が国において、長年培われた豊かな経験と知識、

そして卓越した技能を持つ方々が、現役世代を支え、地域の美化や公共施設の管理、

さらには市民の日常生活を支える多様なサービスに尽力されている姿は、まさに「生

涯現役」の範を示すものです。 

 特に、高齢者の意欲と能力を活かして社会に貢献し、生きがいを見出すセンターの

活動は、健康寿命の延伸という観点からも極めて重要な役割を担っております。皆様

が活き活きと活動されることが、そのまま下野市の活力に直結していると言っても過

言ではありません。 

 市議会としましても、高齢者の皆様が安心して健やかに、そして誇りを持って暮ら

せるまちづくりは、最優先で取り組むべき課題の一つです。今後も、シルバー人材セ

ンターが、時代の変化や多様化する市民ニーズに柔軟に対応しながら、さらに発展し

ていけるよう、適切な支援と議論を尽くしてまいります。 

 結びに、下野市シルバー人材センターが、この２０周年を新たな出発点として、今

後ますます発展されますこと、並びに会員の皆様のご健勝とご多幸を心からご祈念い

たしまして、お祝いの言葉といたします。 
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統合２０周年を祝して 

 

下野市議会議長 大島 昌弘 様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

このたび、公益社団法人下野市シルバー人材センターが統合２０周年という大きな

節目を迎えられましたこと、心よりお祝い申し上げます。五月女 洪理事長をはじめ

会員の皆様、また長年にわたりセンターの活動を支えてこられた多くの関係者の皆様

に、深く敬意と感謝を申し上げます。 

  

シルバー人材センターは、高齢者の皆様がこれまで培われた知識や経験・技能を活

かしながら、生き生きと社会参加を続けられる大切な場であります。働くことを通じ

て生きがいや健康づくりに繋がるだけでなく、地域の支え手として多くの分野で欠か

せない役割を担っておられます。環境整備や施設管理・地域の見守りなど、日々の暮

らしの中で皆様の活動がこの地域の安全安心や、地域を支える心強い力となっている

と思います。 

  

この２０年の歩みの中では、社会環境の変化をはじめ多くの課題もあったことと思

います。それでも地域に寄り添いながら活動を続け、信頼を築いてこられた皆様のご

努力が、今日の発展に繋がっているのだと思います。これからも下野市にとって無く

てはならない存在として、ますます活躍の場が広がっていくことを期待しております。 

  

私も地元県議として、誰もが安心して暮らし生きがいを持って活躍できる地域づく

りを目指し、皆様とともに歩んでまいりたいと思います。 

  

結びに、下野市シルバー人材センターの今後ますますのご発展と皆様のご健勝とご

多幸・更なるご活躍を心からご祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。 
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統合２０周年にむけて 

 

栃木県議会議員 高山 和典 様 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人下野市シルバー人材センター設立二十周年、誠におめでとうございま

す。栃木県シルバー人材センター連合会を代表し、心よりお祝い申し上げます。 

 

貴センターは設立以来二十年の長きにわたり、地域社会に根ざした着実な運営を続

けられ、高齢者の就業機会の確保と社会参加の推進に大きく貢献してこられました。

その歩みは、時代の変化に柔軟に対応しながら、常に地域のニーズに応えようと努力

を重ねてこられた歴史でもあります。ここに至るまでのご尽力に対し、深く敬意を表

するものであります。 

 

少子高齢化が一層進展する今日、シルバー人材センター事業の重要性はますます高

まっております。豊かな経験と知識、長年培われた技能を有する会員の皆様が、それ

ぞれの能力を存分に発揮し、地域社会を支える担い手として活躍されている姿は、多

くの地域住民に安心と信頼を与えております。また、就業を通じて生きがいを見いだ

し、健康で充実した生活を送られていることは、地域全体の活力向上にもつながって

おります。 

 

これもひとえに、歴代理事長をはじめとする役員各位の卓越した指導力とご尽力、

会員の皆様の誠実な取り組み、そして行政並びに関係団体の温かいご支援の賜物であ

ります。貴センターが築いてこられた信頼と実績は、下野市における大きな財産であ

り、今後の発展の礎となるものであります。 

 

これからの時代においても、安全就業を最優先に、会員相互の助け合いの精神を大

切にしながら、より一層魅力ある組織として発展されますことを心よりご祈念申し上

げます。そして、二十周年という記念すべき節目が、新たな挑戦と飛躍への出発点と

なりますことを期待し、お祝いの言葉といたします。 
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統合２０周年にあたって 

 

公益財団法人 

栃木県シルバー人材センター連合会 

理事長 小川 俊彦 様 



３ 利用者からのメッセージ        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

下野市シルバー人材センター統合２０周年、誠におめでとうございます。  

当社は統合以前よりお付き合いをさせていただいており、これまでたくさんの会員

の皆様にお力添えをいただいてまいりました。  

当工場における業務委託内容は、事務所および工場内の清掃管理、食堂での昼食準

備が中心であります。特に清掃管理においては、日々の清掃作業に加え、当社従業員

では気付かなかった視点からのご提言により改善された箇所が幾つもあります。  

会員の皆様に対する世間の見方は、第一線を退いた後のセカンドキャリアという位

置付けで捉えられがちですが、その仕事ぶりと労働意欲は現役さながらであり、目を

見張るものがあり、心より敬意を表する次第です。  

このような貴重な人材が貴センターには数多く登録されており、ある意味で地域の

労働市場を支える重要な担い手となっている側面を、より多くの企業に認識していた

だきたいと存じます。  

結びに、下野市シルバー人材センター様の今後ますますのご発展と、会員の皆様が

健康で楽しく、末永くご活躍されますことを心からお祈り申し上げます。 
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統合２０周年を祝して 

 

東綱橋梁株式会社 

（管理本部）総務部長 吉田 良一 様 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下野市シルバー人材センター様が統合２０周年という大きな節目を迎えられまし

たことを、心よりお祝い申し上げます。 

当クリニックでは、下野市シルバー人材センター様に長年にわたりお世話になって

おります。現在、会員の方に屋内外維持管理業務をご担当いただき、院内外の環境整

備を力強く支えていただいております。常に責任感を持ち、細やかな気配りをもって

業務にあたってくださる姿勢は、私ども職員の大きな支えとなっております。また、

日々元気ハツラツと誠実に取り組まれるお姿は、周囲にも良い影響を与えてくださっ

ています。おかげさまで、患者様にとって安心で快適な医療環境を維持することがで

きております。誠にありがとうございます。厚く御礼申し上げます。 

下野市シルバー人材センター様のこれまでの長年にわたるご尽力に深く感謝申し

上げますとともに、今後ますますのご発展と、地域社会への一層のご貢献を心より祈

念申し上げます。 
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統合２０周年を祝して 

 

医療法人三秀会 中央クリニック 

                     理事長 本山 光博 様 

 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

下野市シルバーセンター統合 20 周年心よりお慶び申し上げます。 

弊社は、施設園芸業界の内部設備メーカーでありつつ、自社でトマトなどの野菜の

栽培技術を研鑽することで、設備と栽培技術の両方の側面から、儲かる農業を提案し

続ける企業です。 

貴センターからご紹介いただいた会員様には、主に弊社の栽培に関わる業務でご活

躍いただいております。施設園芸では、ハウス温室内が高温多湿の状況になりやすい

のですが、その中でも、真面目に、親しみやすくお仕事をしていただき、大変感謝を

しております。 

弊社は、設立 55 年を迎え、これからも地域の方々と共に歩み続けられたらこれほ

どうれしいことはありません。今後も、貴センター並びに会員のみなさまにご助力い

ただきながら、当社の理念である「魅力があり、夢が描ける、農業社会創り」を共に

達成していけたらと考えております。 

最後に、下野市シルバーセンターのますますのご発展と、会員のみなさまのご健康

とご活躍を心からご祈念申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統合２０周年を祝して 

 

株式会社 誠和 

                     代表取締役 竹内 康博 様 

 

-８- 



４ 会員を代表して 

 

安全・適正就業委員会 委員長 石田 節男 

 

 統合２０周年おめでとうございます。 

 私は、平成２８年に理事を拝命と同時に安全適正就業委員会委員として、１０年間

活動してまいりました。 

 振り返りますと、高齢者によるアクセルとブレーキの踏み違いによる自動車事故が

多発し、当センターにおいても送迎業務の運転の適性年齢を検討せざるを得なくなっ

たり、新型コロナウイルスが猛威を振るった期間は、交通安全講習会を中止したり、

安全標語の審査会を中止にし、電話やファックスで投票するなど、多くの苦労があり

ました。 

 今後も止めどもなく続くであろう熱中症対策も、労働安全衛生法で熱中症対策が義

務化され、当委員会においても様々な検討がなされ、会報「ねんりん」やＳＭＳ等で

注意喚起をして来たところであります。 

 これからも、「安全はすべてに優先する」「安全なくして就業なし」を常に念頭に

おき、会員の皆様、センターが一丸となって、会員の皆様が元気に楽しく働ける環境

づくりと安全就業の推進に取り組んでいけたらと思います。 

 

 

 

入会促進事業 会員を増やし隊 隊長 横島 清 

  

 「センターの未来を思う」 

 入会促進事業では、会員の皆様の「一会員一声運動」により、新会員の開拓に努力

していただいてきたことに感謝致します。また、定期の入会説明会等の活動を地道に

続けた結果、お陰様でここ数年、会員数の微増が続いています。会員の増加は、組織

の活性化に繋がります。しかし、当センターの女性会員数は男性会員数のほぼ半分程

度にとどまっています。女性会員の増加は、会の活性化に欠かせない要素であります。

その為、前隊長の時から女性会員の仲間づくりに向けた検討を重ね、現在、その開始

に向け準備が整いつつあるところです。活動を通して、女性会員の繋がりが密になり、

新規会員の獲得に結び付くことを期待しています。そして、当然のことながら、入会

を決めるにはその人にとって魅力ある仕事があることが肝要かと思います。会員のニ

ーズにこたえる多様な職種が開拓できると良いと考えます。 

 結びに、明るい展望のもと、下野市シルバー人材センターが益々発展することを願

っています。 
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ボランティア・健康増進事業 リーダー 羽石 壽夫 

 

 「第二の人生。人との出会い。」 

 ３センターが統合して２０年。現在の会員の方も２０年前はまだ現役だった方が多

いと思います。老後のこともシルバー人材センターのこともあまり考えたこともなか

ったと思います。でも今はご縁があり、一緒に仕事したり気の合う仲間同志運動した

り趣味に興じたり、シルバーに入っていなければ経験できなかったり、出会いもなか

ったと思います。 

今、「ボランティア・健康増進」事業のメンバーにもなっておりますが、ハイキン

グに参加される方も皆さん明るく元気で、とても年齢には見えないと毎回感心させら

れております。ボランティア事業におきましても、毎回早朝にもかかわらず参加して

いただいて公園等をきれいにしていただき感謝しております。 

企業の定年延長等もありシルバーも高齢化が進んでおりますが、いつまでも元気で

楽しく、人生まだまだという気持ちでお互い頑張ってまいりましょう。 
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５ ２０年のあゆみ 
 

平成１８年度（２００６年度）～令和７年度（２０２５年度）主な事業・取り組み 

 

昭和６３年（１９８８年）３月     国分寺町でシルバー人材センターを設立 

平成元年（１９８９年）４月      石橋町でシルバー人材センターを設立 

平成２年（１９９０年）６月       南河内町でシルバー人材センターを設立  

平成１８年（２００６年）１月１０日  ３町合併により下野市が誕生 

                                                  

 

【平成１８年度（２００６年度）】（会報 ねんりん 第１号～第１１号） 

４月 １日   旧３町シルバー人材センターが統合、下野市シルバー人材センターが誕生 

４月 ３日   下野市シルバー人材センター臨時総会（グリムの館） 

初代理事長に大垣 隆氏、副理事長に川根敏治氏が就任 

  ５月３１日   平成１８年度第１回通常総会（南河内公民館）※南河内地区決算 

          ※国分寺地区清算人会（６月）、石橋地区清算人会（７月） 

 ２月１３日   会員日帰り旅行（大江戸温泉物語東京柴又帝釈天の参詣・散策）120 名参加 

 ３月２２日   壬生町シルバー人材センター先進地視察（家事援助事業について） 

３月２７日   平成１８年度第２回通常総会及び会員互助会設立総会（国分寺公民館） 

 

【平成１９年度（２００７年度）】（会報 ねんりん 第１２号～第２４号） 

  ４月 １日   下野市軽度生活援助事業契約開始 

５月３０日   平成１９年度通常総会及び会員互助会定期総会（グリムの館） 

１０月１～２日  会員互助会宿泊研修旅行（福島県五浦海岸方面）65 名参加 

１０月３０日   静岡県大井川町シルバー人材センター視察受入れ 

１２月１１日   会員互助会忘年会（益子温泉）148 名参加 

１２月１７日   石橋地区会員互助会奉仕作業（石橋事務所周辺） 

１月２１日   公共施設管理就業基準要領の制定（会員への公平な就業機会の提供） 

２月 ７日   日光市シルバー人材センター視察受入れ 

３月１１日   国分寺地区、南河内地区合同会員互助会奉仕作業（天平の丘公園明日香川 

周辺） 

 

【平成２０年度（２００８年度）】（会報 ねんりん 第２５号～第３６号） 

４月 １日   ３事務所（旧３町事務所）の統合（石橋事務所、国分寺事務所を閉鎖し、 

南河内事務所（ふれあい館内）に統合） 

石橋連絡所（旧石橋事務所内）及び国分寺連絡所（やすらぎ荘内）を開所 

小金井駅、自治医大駅、石橋駅自転車駐輪場の指定管理者運営を開始 

５月３０日   平成２０年度通常総会及び会員互助会定期総会（国分寺公民館） 

大垣 隆理事長、川根敏治副理事長共に再任 

  ７月１６日   山形県米沢市シルバー人材センター視察受入れ 
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 ８月１２～１３日 埼玉県新座市シルバー人材センター先進地視察（事務局体制について） 

９月 １日   ㈱CKP 様より作業ズボン（４００本）を拝受 

１０月６～７日  会員互助会研修旅行（千葉県南房総方面）85 名参加 

１１月 １日～  会員互助会サークル（７サークル）を立上げ 

１１月 ５日   福祉家事援助サービス事業調理実習（寒い冬を乗切る今から役立つ調理実習 

：南河内公民館）18 名参加 

 １２月 ８日   会員互助会忘年会（塩原温泉）142 名参加 

３月１７日   会員互助会全地区合同奉仕作業（天平の丘公園明日香川周辺）130 名参加 

 

【平成２１年度（２００９年度）】（会報 ねんりん 第３７号～第４８号） 

５月２９日   平成２１年度通常総会及び会員互助会定期総会（南河内公民館） 

  ７月１３日   茨城県ひたちなか市シルバー人材センター先進地視察（独自事業導入について） 

  ８月 １日～  火災警報器設置業務（独自事業）の開始 

１０月５～６日  会員互助会研修旅行（静岡県伊豆・箱根方面）94 名参加 

１１月 ５日   会員互助会スポーツフェスティバル（グランドゴルフ：南河内球場） 

71 名参加 

 １２月１４日   会員互助会忘年会（塩原温泉）120 名参加 

３月１６日   会員互助会全地区合同奉仕作業（天平の丘公園明日香川周辺）130 名参加 

  ２月２２日   福祉家事援助サービス事業調理実習（寒い冬はもう終わり、春に向かって！ 

：きらら館）19 名参加 

 

【平成２２年度（２０１０年度）】（会報 ねんりん 第４９号～第６０号） 

５月 １日   ホームページの開設 

５月２１日   平成２２年度通常総会及び会員互助会定期総会（グリムの館） 

         理事長に川根敏治氏、副理事長に大柿正雄氏が就任 

  ５月２４日   シルバー交通安全の集い（下野市・上三川町）（グリムの館） 

 ９月２７～２８日 会員互助会研修旅行（新潟県寺泊・月岡温泉方面）72 名参加 

１１月 １日   下野市シルバー人材センター経営改善計画書策定 

１１月 ４日   スポーツフェスティバル（グランドゴルフ：国分寺運動公園）65 名参加 

１２月 ６日   会員互助会忘年会（鬼怒川温泉）127 名参加 

 ２月１５日   認知症サポーター養成講座（ＩＨを用いた健康料理をつくる！：ゆうゆう館） 

         17 名参加 

２月１７日   互助会サークル活動に関するアンケート実施 

３月 １日～  出前床屋業務（独自事業）の開始 

 

３月１１日   東日本大震災発生 

 

３月１４日   会員互助会全地区合同奉仕作業（東日本大震災のため中止） 

          その他、計画していた視察研修、接遇研修等の中止 
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【平成２３年度（２０１１年度）】（会報 ねんりん 第６１号～第７２号） 

  ５月３１日   平成２３年度通常総会及び会員互助会定期総会（南河内公民館） 

         「公益社団法人」への移行手続きについて承認 

          会員互助会の解散について（5/31 解散） 

         「東日本大震災」義援金 47,393 円 

  ７月 ７日   佐野市シルバー人材センター視察受入れ 

 １０月２６日   栃木市シルバー人材センター視察受入れ 

１１月２１日   栃木県連合会による植木管理技能講習会（大松山運動公園）30 名参加 

１１月２９日   福祉家事援助サービス事業調理実習（お手軽簡単・楽ちんおかず！ 

：道の駅しもつけ）19 名参加 

  １月１６日   佐野市シルバー人材センター視察受入れ 

３月 ８日   健康増進事業（グランドゴルフ：国分寺運動公園）58 名参加 

３月１２日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園明日香川周辺）100 名参加 

 

【平成２４年度（２０１２年度）】（会報 ねんりん 第７３号～第８４号） 

４月 １日  「公益社団法人」として新たにスタート 

６月２８日   平成２４年度定時総会（国分寺公民館） 

川根敏治理事長、大柿正雄副理事長共に再任 

  ７月３０日   栃木市シルバー人材センター視察受入れ 

１月２３日   福祉家事援助サービス事業調理実習（ほっこり美味しい簡単お鍋：きらら館） 

20 名参加 

  ２月２７日   那須塩原市シルバー人材センター先進地視察（公益法人について） 

３月１１日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園明日香川周辺）90 名参加 

３月２８日   健康増進事業（天平の丘公園の淡墨桜と史跡めぐり）43 名参加 

３月２８日   石橋連絡所・国分寺連絡所の閉鎖（ポストを石橋公民館及び国分寺作業所 

に設置） 

 

【平成２５年度（２０１３年度）】（会報 ねんりん 第８５号～第９０号） 

６月２０日   平成２５年度定時総会（グリムの館） 

１１月１４日   健康増進事業（グランドゴルフ：大松山運動公園）36 名参加 

１１月２５日   清掃ボランティア事業（薬師川歩道及び烏ヶ森公園清掃）34 名参加 

１月２３日   女性会員情報交換会（簡単ヘルシー和スイーツ：道の駅しもつけ）18 名参加 

３月１０日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園明日香川周辺）90 名参加 

３月２６日   下野ブランド市民サポーター「団体」登録の承認 

 

【平成２６年度（２０１４年度）】（会報 ねんりん 第９１号～第９６号） 

６月１９日   平成２６年度定時総会（国分寺公民館） 

         理事長に岡山壽夫氏が、副理事長に後藤誠一氏が就任 

 ７月１４日   佐野市シルバー人材センター役職員視察受入れ 

７月１７日   宇都宮市シルバー人材センター先進地視察（駐輪場接遇研修について） 

-１３- 



９月３０日   ねんりんピックタイアップ・クリーンアップ運動清掃ボランティア事業 

（大松山運動公園周辺）73 名参加 

１０月５～６日  ねんりんピック囲碁交流大会（大松山運動公園） 

２月２４日   清掃ボランティア事業（調整池・烏ヶ森公園・薬師川歩道）51 名参加 

３月 １日   労働者派遣事業スタート 

３月１２日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園明日香川周辺）102 名参加 

 

【平成２７年度（２０１５年度）】（会報 ねんりん 第９７号～第１０２号） 

６月２４日   平成２７年度定時総会（南河内公民館） 

１０月 １日   会報ねんりん １００号 

１０月２８日   清掃ボランティア事業（大松山運動公園周辺）58 名参加 

１１月２５日   健康増進事業（グランドゴルフ：国分寺運動公園）35 名参加 

２月２４日   清掃ボランティア事業（調整池・烏ヶ森公園・薬師川歩道）51 名参加 

３月 ９日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園明日香川周辺）56 名参加 

 

【平成２８年度（２０１６年度）】（会報 ねんりん 第１０３号～第１０８号） 

４月 １日   介護予防・日常生活支援事業（お助けサービス）及び声かけふれあい収集事業 

スタート 

６月２３日   平成２８年度定時総会（グリムの館） 

         岡山壽夫理事長、後藤誠一副理事長共に再任 

７月３１日   作業日報受け入れポスト（きらら館）廃止 

  ９月２８日   清掃ボランティア事業（大松山運動公園周辺）56 名参加 

１０月 ３日   センター事務所の移転（ふれあい館から旧市下水道庁舎へ） 

１０月１８日   清掃ボランティア事業（三王山ふれあい公園周辺）38 名参加 

１０月２５日   栃木県シルバー人材センター連合会設立２０周年記念事業 

         センター事務局職員（島﨑係長、小森主査）県連合永年勤続表彰 

１０月２６日   役員研修会（役員の心得について：ｾﾝﾀｰ会議室） 

１１月１７日   健康増進事業（室内軽スポーツ：石橋体育センター）24 名参加 

３月 ８日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園明日香川周辺）68 名参加 

 

【平成２９年度（２０１７年度）】（会報 ねんりん 第１０９号～第１１４号） 

６月２１日   平成２９年度定時総会（国分寺公民館） 

９月２７日   清掃ボランティア事業（三王山ふれあい公園周辺）39 名参加 

１０月１７日   清掃ボランティア事業（大松山運動公園周辺）43 名参加 

１１月１６日   健康増進事業（室内軽スポーツ：南河内体育センター）33 名参加 

１１月２８日   女性会員向講習会（寄せ植え：ｾﾝﾀｰ会議室）22 名参加 

２月２２日   剪定・草刈機の講習会（センター会議室他）10 名参加 

３月 ７日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園明日香川周辺）64 名参加 

３月３０日   下野市シルバー人材センター中長期計画書策定 

３月３１日   真岡市シルバー人材センター先進地視察（業務について） 
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【平成３０年度（２０１８年度）】（会報 ねんりん 第１１５号～第１２０号） 

６月１８日   平成３０年度定時総会（グリムの館） 

         理事長に五月女洪氏が、副理事長に石田節男氏が就任 

１０月１１日   清掃ボランティア事業（センター敷地内）31 名参加 

１１月１５日   健康増進事業（室内軽スポーツ：国分寺海洋センター）25 名参加 

１１月２６日   女性会員向講習会（多肉植物でタブローづくり：ｾﾝﾀｰ会議室）22 名参加 

２月１３日   剪定・草刈機の講習会（センター会議室他）8 名参加 

３月 ８日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園内）32 名参加 

 

【平成３１年度・令和元年度（２０１９年度）】（会報 ねんりん 第１２１号～第１２６号） 

  ６月１８日   令和元年度定時総会（南河内公民館） 

 １０月 １日   近隣センター（下野・壬生・上三川・野木）情報交換会（ｾﾝﾀｰ会議室） 

１０月１０日   清掃ボランティア事業（センター敷地内）32 名参加 

１１月１４日   健康増進事業（室内軽スポーツ：石橋体育センター）23 名参加 

１２月１９日   女性会員向講習会（正月に向けた花飾り：ｾﾝﾀｰ会議室）19 名参加 

 

１月１５日   コロナウイルス国内で初めての感染が確認 

 

１月３０日   女性会員向講習会（デコ巻き寿司づくり：道の駅しもつけ）22 名参加 

２月１２日   剪定・草刈機の講習会（センター会議室他）8 名参加 

２月２５日   近隣センター（下野・壬生・上三川・野木）情報交換会（壬生町 SJC） 

 

【令和２年度（２０２０年度）】（会報 ねんりん 第１２７号～第１３２号） 

６月１９日   令和２年度定時総会（国分寺公民館：感染防止対策のうえ開催） 

五月女洪理事長、石田節男副理事長共に再任 

１月２０日   栃木県連合会（理事長ほか２名）が来所し、意見交換を行う 

２月２５日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園内）役職員のみで実施 

 

          ※ボランティア・健康増進事業・女性会員向講習会・各種講習会 

           コロナウイルス感染防止対策の観点から中止 

          「天平の花まつり」をはじめ各種イベントの中止や公共施設等の閉館等に 

より請負業務が減少 

 

【令和３年度（２０２１年度）】（会報 ねんりん 第１３３号～第１３８号） 

６月１６日   令和３年度定時総会（グリムの館：感染防止対策のうえ開催） 

６月２４日   全国シルバー人材センター協会長より表彰（模範となる事業運営） 

 １１月 ４日   小山市シルバー人材センター視察受入れ 

１１月１２日   健康増進事業（天平の丘公園周辺ｳｵｰｷﾝｸﾞ）16 名参加 

１１月１８日   女性会員向講習会（フライパンでパンづくり：国分寺公民館）25 名参加 

１２月１６日   真岡市シルバー人材センター視察受入れ 
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１月２７日   女性会員向講習会（ハンギングバスケットづくり：ｾﾝﾀｰ会議室）12 名参加 

２月２４日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園内）25 名参加 

 

２月２４日   ロシアがウクライナに軍事侵攻 

 

３月１０日   剪定講習会（センター会議室他）13 名参加 

 

【令和４年度（２０２２年度）】（会報 ねんりん 第１３９号～第１４４号） 

４月 １日    ウクライナ支援の募金箱設置 

６月 ２日   近隣センター（下野・壬生・上三川・野木）情報交換会（野木町 SJC） 

        ※インボイス制度について 

６月１７日   令和４年度定時総会開催（南河内公民館） 

          五月女洪理事長及び石田節男副理事長共に再任 

６月２８日   インボイス制度検討会議の設置 

  ８月３１日  「会員を増やし隊」発足 

１１月１５日   栃木県連合会会員表彰伝達式（６名） 

１１月２４日   ロコモ度測定会（ゆうゆう館）20 人参加 

１１月３０日   健康増進事業（みかも山公園１周ウオーキング）16 名参 

１２月１３日   女性会員向講習会（ペーパーアートに挑戦：南河内公民館）15 名参加 

１月２４日   女性会員向講習会（ハーバリウム作成：南河内公民館）15 名参加 

２月 ９日   剪定講習会（センター会議室他）16 名参加 

２月２１日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園内）37 名参加 

 

【令和５年度（２０２３年度）】（会報 ねんりん 第１４５号～第１５０号） 

４月 １日   下野市シルバー人材センター第２次中長期計画書策定 

 

５月 ８日   新型コロナウイルス感染症第５類に移行 

 

６月１６日   令和５年度定時総会（国分寺公民館） 

９月２９日   栃木県連合会会員表彰伝達式（３名） 

 

１０月１日   インボイス制度開始 

 

１１月１４日   健康増進事業（日帰りハイキング：群馬県アプトの道）25 名参加 

１１月２７日   ロコモ度測定会（ゆうゆう館）23 名参加 

１１月２８日   女性会員向講習会（寄せ植えづくり：ｾﾝﾀｰ会議室）15 名参加 

１月２４日   女性会員向講習会（苔テラリウムづくり：ｾﾝﾀｰ会議室）15 名参加 

２月 ８日   剪定講習会（センター会議室他）12 名参加 

２月２７日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園内）31 名参加 
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【令和６年度（２０２４年度）】（会報 ねんりん 第１５１号～第１５６号） 

６月１４日   令和６年度定時総会（グリムの館） 

五月女洪理事長及び石田節男副理事長共に再任 

  ９月２６日   栃木県連合会会員表彰伝達式（２名） 

１０月１７日   健康増進事業（日帰りハイキング：ひたち海浜公園）24 名参加 

１０月２３日   女性会員向講習会（ちぎり絵づくり：ｾﾝﾀｰ会議室）15 名参加 

 

１１月１日   「フリーランス法」施行 

 

１１月 １日   smile to smile 登録開始 

１１月１９日   女性会員向講習会（寄せ植えづくり：ｾﾝﾀｰ会議室）15 名参加 

１１月２６日   ロコモ度測定会（きらら館）23 名参加 

１１月２６日   女性会員限定「茶話会」の実施（ｾﾝﾀｰ会議室）5 名参加 

２月２０日   剪定講習会（センター会議室他）10 名参加 

２月２５日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園内）40 名参加 

 

【令和７年度（２０２５年度）】（会報 ねんりん 第１５７号～第１６２号） 

 

４月１日   「公益法人制度改革」 

 

６月１３日   令和７年度定時総会（南河内公民館） 

   栃木県連合会より表彰伝達式３名 

  ７月２３日   栃木県連合会より団体表彰（目標会員数達成率部門及び会員数増加部門） 

  ９月１２日   鹿沼市シルバー人材センター先進地視察（女性組織等について） 

９月１６日   近隣センター（下野・壬生・上三川・野木）情報交換会（ｾﾝﾀｰ会議室） 

        ※新しい契約方法について 

 １１月２５日   女性会員向講習会（ハンキング・バスケットづくり：ｾﾝﾀｰ会議室）10 名参加 

１１月２７日   健康増進事業（健康ウォーキング：足利市内の史跡と自然巡り）24 名参加 

２月２６日   清掃ボランティア事業（天平の丘公園内）35 名参加 

３月２４日   女性会員向講習会（花の寄せ植えづくり：ｾﾝﾀｰ会議室）10 名参加 
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毎年の定例的な事業として、理事会・各種委員会等のほか以下のような事業を実施してき

ました。 

 

各事業班 

事業班 対象 主な内容 

安全・適正就業委員会 
担当理事 

・安全パトロール 

・各種研修会への参加 

会  員 ・交通安全講習会、ロコモ度測定会など 

健康増進・ボランティア 

担当理事 
・姿川クリーン作戦へ参加 

・平美林会へ参加 

会  員 

・健康増進事業（健康ウォーキング、室内リクリエーシ

ョン） 

・清掃ボランティア事業（天平の丘公園清掃） 

入会促進 
担当理事 ・入会説明会 

会  員 ・一会員一声運動 

 

その他 

 対象 主な内容 

就業開拓・普及啓発活動 
理事・監

事 

・事業所挨拶 

・市内イベント参加（市産業祭、しもつけ福祉フェス

タ、市消費者まつり他）※ＰＲチラシ配布、刃物研

ぎ、小物販売等 

・ポスティング実施 

接遇マナー講習会 
施設管理

就業者 

・接客講習(駐輪場は業務の一環として実施) 

AED講習会 
施設管理

就業者 

・消防署にて講習 

女性講習会 女性会員 ・寄せ植えづくり、料理など年２回実施 

剪定講習会 会  員 ・隔年実施 

 

 

※ご担当された役員の皆様、会員の皆様 大変お疲れさまでした！ 
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健康ハイキング      

（ひたち海浜公園） 

６ スナップ写真集 

思い出の活動風景 
 

 

               

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

清掃ボランティア 

まちじゅうを 

きれいに！ 

      

■天平の丘公園明日香川清掃 

  

    ■大松山運動公園清掃 

 

■三王山公園・烏ヶ森公園清掃 

       

健康増進 

みんなで生き生き 

健康づくり！ 

     グランドゴルフ 

（国分寺運動公園） 

     ロコモ度測定会 

（ゆうゆう館） 

室内軽スポーツ    

（石橋体育センター） 
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女性向講習会 

みんなで楽しく つくりました！ 

     寄せ植え講習会（センター）      タブローづくり 完成！（センター） 

     お正月の花飾り（センター） 

     作品の数々 ペーパーアート バーバリウム 美味しいもの などなど・・・ 

     飾り巻きずし（道の駅しもつけ） 

会員互助会活動も活発でした！ 

忘年会で交流を深めました！ 
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会員の作業の様子 

地域のために貢献してい

ます！ 

     ふすま障子張りの様子 

     文化財発掘作業の様子 

     コインランドリーの清掃 

     農作業の様子      

     レストランの清掃 

    

公

園

の

草

刈 

     お客様の送迎業務（ｸﾘﾆｯｸ） 

    

駅

前

広

場

清

掃 
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     小山電車区の清掃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     刃物研ぎの様子 

     農家のお店での作業風景 

     ゆうゆう館にて      ふれあい館にて      石橋駅駐輪場の受付 

     庁舎間文書等の配送業務 

     公園の剪定の様子 

     パンの配送・販売業務 
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研 修 

サービスの向上を図るため

様々な研修を実施！ 

     高齢者自転車講習会（国分寺公民館） 

先進地視察研修      那須塩原市 SJC へ      佐野市 SJC から 

市のイベントはシルバー会員が大活躍！ 

 

     事務所前に看板設置 

     剪定講習会（センター敷地） 

     ＡＥＤ講習会（石橋消防本部） 

     接遇マナー講習会（南河内公民館） 
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シルバー人材センター事務所移転  

     新事務所（旧市下水道事務所）      旧事務所（ふれあい館内） 

様々なイベントに

出店しました！ 

 

定時総会（定期総会）・理事会・委員会 

 

     新事務所看板設置 

     産業祭に出店      

     消費者まつりに出店 

     市民活動センターまつりに出店 刃物研ぎも実施      

     しもつけ福祉フェスタにてＰＲ 

     定時総会（南河内会場）      （国分寺会場）      （石橋会場） 

     理事会の様子      安全・適正就業委員会      安全パトロールの様子 
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７ 標語一覧 
 

①安全標語（最優秀賞） 

敬称略 

年度 作品 作者 

平成 18年度 安全の ルール守って 明るいシルバー 大森 昇 

19年度 決めたこと 守って安全 伸び行くシルバー 篠原 顕樹 

20年度 決めたこと 守ろう活かそう シルバー就業 眞分 進 

21年度 チョット待て 急ぐ作業に 潜む事故 藤沼 寅雄 

22年度 危険予知 常に生かそう 作業前 藤沼 寅雄 

23年度 馴れあいが 思わぬところで 事故招く 藤沼 寅雄 

24年度 省かない！！ 命を守る ヘルメット 関本 直美 

25年度 安全は 人に頼るな 任せるな 三上 佐 

26年度 安全は 日ごろの身仕度 心がけ 篠原 顕樹 

27年度 スキあれば 事故につながる 就業現場 小倉 清 

28年度 事故防止 念には念の 安全作業 石原 秀男 

29年度 慣れ作業 気を抜く陰に ひそむ事故 篠原 顕樹 

30年度 その無理が 予期せぬ事故を 引き起こす 石田 節男 

令和元年度 いま一度 見直す余裕が 事故防ぐ 吉田 美作 

２年度 過去の事故 教訓活かして 再発防止 吉田 美作 

３年度 事故防止 心にゆとりと 思いやり 澤田 正廣 

４年度 安全は 日頃の点検 準備から 秋草 憲之 

５年度 慣れるほど 初心に帰れ その手順 杉本 志郎 

６年度 迷った時はすぐ確認 勝手な判断 怪我のもと 石田 能久 

７年度 ちょっとの油断で 大きな後悔 安全点検忘れるな 秋草 憲之 

 

 

②加入促進標語（最優秀賞） 

敬称略 

年度 作品 作者 

令和４年度 
待ってます あなたの特技 シルバー仲間 篠原 顕樹 

５年度 

６年度 シルバーで 活かそうあなたの 知恵と技術（わざ） 馬場 貞雄 

７年度 まだまだ活かせる まだやれる 間口の広いシルバーで 高山 康嗣 
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８ グラフで見る変遷 
 

 
 

 

 

 
 

  

400 396 391

432
468 465 462 468 471

445 432
414 406

386 383
357 361 364 371 378

254 250 244
278

297 295 300 299 299 287 282 267 269 265 265 250 250 259 266 261

146 146 147 154
171 170 162 169 172 158 150 147 137

121 118 107 111 105 105 117

年度別会員数（単位：人）

会員数 うち男性 うち女性

386
369 379

426

467 465 459 456 458

424 418

389
378 369

339
327 336 341 347

360

96.5 

93.2 

96.9 

98.6 
99.8 100.0 

99.4 

97.4 97.2 

95.3 

96.8 

94.0 
93.1 

95.6 

88.5 

91.6 

93.1 
93.7 93.5 

95.2 

就業実人員と就業率（単位：人，％）

実人員 就業率
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2,183
2,094

2,279
2,243

2,168
2,228

2,226
2,362

2,313

2,084
2,020 1,938

2,027
2,075

1,8031,811
1,658 1,6501,663

1,502 

受託件数（単位：件）

225,779

229,505
221,758

217,842

219,374

223,779
213,657

218,034
214,854

189,353

194,436

185,989
186,876

181,349

177,316
177,888

183,431
170,629

179,871
183,735

契約金額（単位：千円）

69.0 69.4 69.8 
70.3 70.3 70.4 70.8 71.0 71.3 

71.8 71.9 72.3 72.5 72.9 73.2 73.6 73.9 74.2 74.6 
75.1 

平均年齢（歳）
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56.7 55.0 53.5 53.9 50.7 49.3 52.6 53.1 52.0
45.5 46.0 44.4

36.6 36.5 38.7 40.3 40.3 40.9 41.2 42.2

22.8 26.3 29.7 29.1 32.2 33.7 29.9 28.9 30.2

35.5 36.7
37.9

45.4 44.9 43.7 43.7 43.7
43.7

44.2 44.3

20.1 18.1 16.6 16.6 16.8 16.8
17.3 17.7 17.5

18.8 17.1
17.6 17.8 18.4 17.5

15.9 15.9
15.3

14.5 13.4

0.4 0.6
0.2 0.4 0.3 0.2

0.2 0.3 0.3

0.2 0.2
0.1 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1

0.1
0.1 0.1

発注者別事業実績割合（単位：％）

公共 事業所 一般家庭 独自事業

2.4 1.8 2.4 2.4 2.4 2.0 3.3 2.8 2.8 2.9 2.5 2.4 2.8 2.1 1.8 2.1 2.1 3.1 3.7 3.6

13.1 14.2 12.3 13.5 11.9 14.0 12.5 13.3 11.0 12.5 11.0 10.8 11.4 12.7 11.0 9.8 9.8 9.9 7.7 7.4

0.0 0.3 0.2 0.1 0.1 0.6 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

32.0 29.5 30.2 33.1 31.2 29.1 34.1 32.6
31.1 29.6 30.9 28.3 25.9 28.4 28.2 30.2 30.2 29.9 29.4 31.0

0.1 0.5 0.5
0.0

0.0 0.0 0.3 0.4
0.4

0.8 0.6
0.4 0.5 0.5 0.5 0.8 0.8 1.2 0.3 0.0

50.8 52.0
47.5 46.2 48.7 48.9 45.9 47.3 50.8

51.8 52.1
56.7 58.3 54.3 57.7 56.0 56.0

54.1 56.8 55.8

1.6 1.7 6.9 4.7 5.7 5.4
3.8 3.5 3.8

2.3 2.8
1.1 1.0 1.8 0.6 0.9 0.9

1.6
1.9 2.0

職群別事業実績割合（単位：％）

技術群 技能群 事務管理群 管理群 折衝外交群 一般作業群 サービス群・その他
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９ 歴代役職員紹介 
 

① 役員 

 

 

 

 

 

役職名 
平成 18 年度 

平成 19 年度 

平成 20 年度 

平成 21 年度 

平成 22 年度 

平成 23 年度 

平成 24 年度 

平成 25 年度 

平成 26 年度 

平成 27 年度 

理事長 大垣 隆 大垣 隆 川根 敏治 川根 敏治 岡山 壽夫 

副理事長 川根 敏治 川根 敏治 大柿 正雄 大柿 正雄 後藤 誠一 

理 事 辻 正次 後藤 誠一 後藤 誠一 後藤 誠一 角田 重治 

〃 海老原 冨美雄 藤沼 寅雄 永倉 達三 永倉 達三 吉田 春彦 

〃 坂本 シヅエ 永井 千代子 柳田 良子 海老原 京子 海老原 京子 

〃 柳澤 雄治 岡山 壽夫 岡山 壽夫 岡山 壽夫 小倉 清 

〃 岡山 壽夫 関本 直美 関本 直美 関本 直美 関本 直美 

〃 清水 眞男 保坂 登 保坂 登 保坂 登 高野 ナミ子 

〃 須藤 敏枝 須藤 敏枝 須藤 敏枝 須藤 敏枝 高橋 孝明 

〃 渡辺 竹蔵 森口 隆司 大森 昇 大森 昇 永井 利 

〃 森口 隆司 大森 昇 山中一太郎 山中一太郎 古味 芳子 

〃 川浦 紀子 大柿 正雄 古味 芳子 古味 芳子 小貫 シゲ子 

〃 山中 光治 古味 芳子 園部 ケイ子 
園部 ケイ子 

川俣 和子 
川俣 和子 

〃 伊沢 久 伊沢 久 
石田 竹男 

上野 勝美 

上野 勝美 

園部 ケイ子 

園部 ケイ子 

塚原 孝 

〃 
飯野 優卿 

小貫 シゲ子 

小貫 シゲ子 

石田 竹男 
   

監 事 島廻 昭喜 海老原 冨美男 海老原 冨美男 海老原 冨美男 海老原 冨美男 

〃 生井 宗男 廣瀬 勤 廣瀬 勤 廣瀬 勤 廣瀬 勤 

〃 青木 照富 渡辺 竹蔵 海老原 博 海老原 博 稲葉 安行 
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役職名 
平成 28 年度 

平成 29 年度 

平成 30 年度 

令和元年度 

令和 2 年度 

令和 3 年度 

令和 4 年度 

令和 5 年度 

令和 6 年度 

令和 7 年度 

理事長 岡山 壽夫 五月女 洪 五月女 洪 五月女 洪 五月女 洪 

副理事長 後藤 誠一 石田 節男 石田 節男 石田 節男 石田 節男 

理 事 角田 重治 角田 重治 塩谷 誠 塩谷 誠 塩谷 誠 

〃 吉田 春彦 吉田 春彦 落合 富美江 落合 富美江 落合 富美江 

〃 海老原 京子 海老原 京子 上野 榮一 上野 榮一 横島 清 

〃 五月女 洪 津野田 久江 津野田 久江 横島 清 松本 洋子 

〃 津野田 久江 宮尾 正枝 宮尾 正枝 津野田 久江 松本 文男 

〃 石田 節男 古谷 清 古谷 清 篠﨑 安史 上野 友子 

〃 高野 ナミ子 小貫 シゲ子 篠﨑 安史 杉山 百合子 津野田 久江 

〃 永井 利 熊谷 健治 熊谷 健治 福本 洋子 杉山 百合子 

〃 小貫 シゲ子 福本 洋子 福本 洋子 久米 三枝子 福本 洋子 

〃 熊谷 健治 中村 滋 久米 三枝子 増山 住夫 増山 住夫 

〃 福本 洋子 瀬下 忠司 増山 住夫 野澤 喜己 黒木 則房 

〃 
川俣 和子 

小川 幸男 
谷田貝 一彦 長塚 章 

川嶋 恵美子 

金田 欣明 
大口 貴史 

〃 蓬田 敏  
谷田貝 一彦 

梅山 孝之 
梅山 孝之 

梅山 孝之 

手塚 均 

監 事 伊沢 久 伊沢 久 伊沢 久 伊沢 久 羽石 壽夫 

〃 羽石 壽夫 羽石 壽夫 羽石 壽夫 羽石 壽夫 蓬田 敏 

〃 稲葉 安行 稲葉 安行 稲葉 安行 稲葉 安行 野澤 喜己 
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② 職員（事務局） 

 

 

役職名 
平成 28 年度 

平成 29 年度 

平成 30 年度 

令和元年度 

令和 2 年度 

令和 3 年度 

令和 4 年度 

令和 5 年度 

令和 6 年度 

令和 7 年度 

事務局長 蓬田 敏 谷田貝一彦 
谷田貝一彦 

梅山 孝之 
梅山 孝之 

梅山 孝之 

手塚 均 

 

 

 

令和８年４月１日現在の職員 

役職名 氏 名 

次長兼係長（総務兼業務） 島﨑 達也 

係長（経理兼総務） 大橋 栄美 

主事（業務） 赤木 庸一 

主事（業務） 大澤 駿一郎 

臨時職員 深澤 久美子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職名 
平成 18 年度 

平成 19 年度 

平成 20 年度 

平成 21 年度 

平成 22 年度 

平成 23 年度 

平成 24 年度 

平成 25 年度 

平成 26 年度 

平成 27 年度 

事務局長 
飯野 優卿 

小貫シゲ子 

小貫シゲ子 

石田 竹男 

石田 竹男 

上野 勝美 

上野 勝美 

園部ケイ子 

園部ケイ子 

塚原 孝 
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１０ 編集後記 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下野市シルバー人材センターは、旧３町（南河内町、石橋町、国分寺町）のセ

ンターが、それぞれの特色を活かした形で統合しました。それから２０年間、シ

ルバー人材センターの理念である「自主、自立・共働、共助」を合い言葉に活動

し、ここに節目である２０周年記念誌『飛翔』が皆様のご協力のもと発行するこ

とができました。 

 記念誌の発行に際しましては、数々のお祝いの言葉やメッセージをいただきま

した皆様に厚く御礼申し上げます。 

 また、統合当初から、今日の礎を築いていただきました会員・歴代役職員の皆

様には深く感謝を申し上げます。 

 「２０年のあゆみ」を掲載するにあたり、２０年を顧みますとコロナや自然災

害をはじめ、社会情勢の急激な変化に伴う諸問題など、様々な出来事がありまし

た。当センターにおいても様々な課題が突きつけられてきました。これらを一つ

ずつ丁寧に対応してきたことに対し、大変すばらしいことと感じております。 

現在は、国の施策等による退職年齢の引き上げの影響もあり、年々会員数が減

少傾向にあるとともに、会員の平均年齢の上昇が課題となっていますが、自主努

力の拡大を図り、地域貢献と社会参加による生きがいの充実、会員の心身の健康

を守りながら今後の課題解決に取り組みたいと念願しております。 

最後に、本誌の編集にご協力いただいた関係各位に深く感謝申し上げますとと

もに、この記念誌により、過去を懐かしみ、今を知り、そしてセンターの未来に

思いを馳せていただければ幸いです。皆様の益々のご健勝を記念しまして編集後

記とさせていただきます。 

 

編集委員一同 

下野市シルバー人材センター 統合２０周年記念誌『飛翔』 

 

発行日  令和８年６月１６日 

編 集  統合２０周年記念誌編集委員会 

発 行  公益社団法人 下野市シルバー人材センター 

     下野市薬師寺１９４９番地 

     TEL ０２８５（４７）１１２４  FAX ０２８５（４７）３２７０ 

     E-mail  shimotsuke@sjc.ne.jp 

印 刷  有限会社 エム・ジーケー 
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シルバー人材センターのシンボルマーク 

このマークは、全国のシルバー人材センターで働く高齢者が広く連

携し、誇りを持って共に働き、共に助け合っていくことを目指して作ら

れたものです。デザインは、シルバー（Silver）の「S」とセンター（Center）

の「C」で飛躍する鳥と、動きだす人の姿を表現しています。 

 


